
丹
波
国
宮
田
庄
の
研
究

田

中

稔

丹波縢i宮田庄の研究（田中）

一
、
宮
田
庄
の
概
観

　
当
庄
に
関
す
る
史
料
は
近
衛
家
文
書
を
申
心
と
し
て
東
寺
百
合
文

書
そ
の
他
に
散
見
す
る
も
の
を
集
め
る
と
百
四
、
五
十
通
に
及
び
、

そ
の
時
代
は
平
安
時
代
後
期
よ
り
室
町
時
代
申
頃
に
迄
及
ん
で
い

る
。
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
後
半
期
の
も
の

が
殆
ど
そ
の
半
ば
を
占
め
、
叉
そ
の
内
容
も
腫
ハ
味
の
あ
る
も
の
が
少

く
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
宮
田
庄
関
係
文
書
を
利
用
し
て
、
当
座
の
鎌

禽
時
代
後
半
期
の
状
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
・
る
と
共
に
、
南
北
朝
内

乱
前
夜
の
畿
内
近
国
の
情
勢
を
解
明
す
る
一
つ
の
糸
口
な
り
と
も
探

っ
て
み
た
い
と
恩
う
。

　
先
づ
当
庄
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
宮
田
庄
は
丹
波
国
多
紀
郡
（
現
在
は
兵
庫
県
）
に
あ
り
、
篠
山
町
の

西
北
に
当
る
北
河
内
、
南
河
内
両
村
の
地
が
ほ
ぼ
こ
れ
に
当
っ
て
い

る
。
そ
し
て
当
庄
の
西
　
方
に
は
有
名
な
東
寺
領
篶
波
国
大
山
隠
が
隣

接
し
て
い
る
。

　
当
庄
の
成
立
年
・
代
井
に
成
立
事
情
は
詳
か
で
な
い
。
成
立
年
代
の

大
体
の
推
定
を
行
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
平
安
時
代
中
期
か
叉
は
そ
れ

M
以
乱
㎝
削
の
よ
・
り
ノ
」
歌
の
ワ
O
Q
　
臨
凶
白
近
月
割
政
家
は
応
仁
一
一
な
十
（
｝
四
六
・
八
）
　
り
て

の
績
記
の
中
ノ
し
当
直
の
こ
と
を
述
。
へ
〆
し
　
「
家
門
盤
陀
他
旧
領
廿
五
ヶ
所

2・1　（285）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

・
内
忠
仁
公
以
来
別
相
伝
地
界
」
と
記
し
て
い
る
。
忠
仁
公
と
は
良
房

の
こ
と
で
、
当
身
の
成
立
は
古
く
貞
観
年
寿
（
八
六
〇
年
代
前
後
）
以

前
に
迄
湖
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
非
常
に
時
代
を
降
っ
た
史
料
を
そ

の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
若
干
疑
問
も
あ
る
に
し
て
も
、

当
庄
の
成
立
は
か
な
り
畜
か
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
庄
の
名

の
見
え
る
文
書
の
中
で
最
古
の
も
の
は
宮
田
庄
寄
人
の
大
山
庄
に
対

す
る
非
法
を
正
め
た
天
承
二
年
八
月
五
日
（
一
＝
二
二
）
関
白
家
麟
源

　
　
　
　
　
　
②

御
教
書
等
で
あ
る
。
叉
建
長
五
年
近
衛
家
所
領
目
録
を
見
る
と
「
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

務
本
所
進
退
所
女
」
の
一
つ
と
し
て
「
　
宮
田
庄
長
範
」
と
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
陽
院
領
内

て
い
る
が
、
こ
の
目
録
の
末
に

　
「
所
領
濫
鳩
考
委
見
延
久
工
年
十
月
六
日
三
三
目
録

　
　
建
長
五
年
十
月
廿
一
日
注
出
之
　
　
　
　
　
　
　
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
庄
は
延
久
骨
導
（
一
〇
七
〇
）
以
前
に
既
に
近

衛
家
領
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
当
薬
の
成
立
は
良

房
以
前
ぞ
あ
る
と
す
る
確
証
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
は
既
に
平
安

申
期
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
次
に
当
庄
の
範
囲
及
び
面
積
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
庄
・
内
の

村
と
し
て
文
書
中
・
に
名
の
見
え
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
木
乃
部
、
栗

柄
、
小
坂
、
板
井
、
軍
法
寺
の
諸
村
で
、
興
法
寺
村
以
外
は
地
理
調

査
所
五
万
分
一
地
図
等
に
も
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
が
、
何
れ
q
も
南

北
河
内
村
内
の
大
字
名
で
、
こ
の
両
村
が
大
体
往
時
の
宮
田
庄
の
庄

域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
田
地
面
積
は
元
亨
四
年

当
時
で
二
二
二
町
八
反
一
六
〇
歩
に
及
び
、
か
な
り
の
大
庄
で
あ
っ

③た
。
永
徳
二
年
半
掌
長
俊
は
「
当
曝
者
為
各
別
御
相
伝
領
之
随
一
重

　
　
　
　
　
④

色
無
讐
之
地
謡
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
前
述
の
如
く
近
衛
政
家
が

「
家
門
異
学
澱
領
廿
五
ヶ
所
内
」
と
記
し
て
い
る
の
と
大
体
符
合
し

て
い
る
。
こ
れ
は
当
庄
が
近
衛
家
に
と
っ
て
か
な
り
重
要
な
庄
園
の

一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
宮
田
庄
の
支
配
形
態

　
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
近
衛
家
は
当
身
に
対
し
て

如
何
な
る
方
法
で
支
配
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
預
所
、
下

司
、
公
文
等
を
置
い
て
支
配
し
て
い
た
こ
と
は
他
の
一
般
の
庄
園
と

全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
如
何
な
る
人
物
を
補
任

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

イ
、
預
所

　
当
庄
は
近
衛
家
の
直
轄
領
で
あ
り
、
、
領
家
を
介
し
て
ぞ
は
な
く
、
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本
所
よ
り
直
接
に
預
所
を
補
任
し
て
い
た
よ
う
．
て
あ
る
。
即
ち
当
庄

関
係
文
書
に
は
領
家
職
を
有
し
て
い
る
者
の
名
の
見
え
て
い
る
も
の

屯
あ
る
が
、
そ
れ
が
庄
務
に
対
し
て
直
接
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
形
跡
は
な
く
、
預
所
は
常
に
本
所
近
衛
…
家
の
直
接
指
揮
下

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
当
庄
の
領
家
職
得
分
は
如
何

な
る
方
法
、
経
路
を
た
ど
っ
て
領
家
に
収
め
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　

　
建
長
五
年
近
衛
家
所
領
目
録
に
「
　
宮
田
庄
長
範
」
と
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
陽
院
．
甑
内

こ
の
長
範
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
正
和
四
4
3
頃
大
山
庄
地

頭
中
沢
直
基
は
当
庄
預
所
為
成
と
相
論
し
た
が
、
そ
の
時
の
陳
状
中

に
「
直
基
曾
組
父
基
政
与
為
成
祖
父
長
範
去
建
長
年
中
番
訴
陳
以
来

代
女
敵
仁
也
依
之
為
成
父
長
成
申
付
殺
害
不
実
於
直
棊
親
父
尊
蓮
為

備
支
証
構
患
謀
書
之
閥
番
訴
陳
三
問
三
答
故
陸
奥
入
道
殿
御
在
京
之

御
時
被
究
淵
底
長
成
謀
書
露
顕
之
閥
可
被
改
易
宮
田
庄
預
所
職
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

被
底
面
下
知
畢
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
為
成
の
父
長
成
も

当
庄
預
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
大
山
庄
地
頭
中
沢
基
政
と
建
長
年

中
に
相
論
を
行
っ
た
長
範
竜
預
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

長
範
は
建
長
五
年
近
衛
家
所
領
目
録
に
見
え
る
長
範
と
年
代
的
に
も

一
致
し
、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
こ
の
所
領
目
録
中
「
庄
務

本
所
進
退
所
々
」
の
中
・
に
見
え
る
庄
園
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
壷
百
か
れ
て

い
る
人
名
は
預
所
で
、
彼
等
の
任
免
櫃
は
本
所
近
衛
家
が
直
接
握
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
所
預
目
録
に
は
「
辛
子
本
所
進
退
所
々
」
と
並
ん
で
「
請
所
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
頭
に
よ
る
講
所
か
㍉
或
は
又
領
家
の
直
接
・
支

配
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
請
所
と
い
う
言
葉
は
地

頭
請
所
の
み
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
領
家
の
請
所
と
い
う
も
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
請
所
と
は
一
定
の
年
貢
を
貢
納

す
る
代
り
に
一
壷
の
支
配
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
す

べ
て
そ
う
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
請
所
は
す
べ
て

誰
に
よ
る
請
負
で
あ
る
か
詳
か
で
な
い
。
し
か
し
請
所
の
地
二
十
ケ

所
に
対
し
て
直
轄
領
は
六
十
ケ
所
で
、
近
衛
家
は
庄
園
の
直
接
支
配

を
原
則
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
当
庄
の
預
所
職
に
は
如
何
な
る
者
が
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
前
に
引
用
し
た
文
書
を
見
る
と
預
所
は
大
雑
把
に
云
え
ば
長

範
一
（
？
）
i
長
成
…
i
為
成
と
父
子
孫
の
問
に
相
伝
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
文
書
の
上
に
雑
寝
腫
は
預
所
と
し
て

そ
の
所
を
見
せ
て
い
る
者
を
す
べ
て
拾
っ
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な

る
。
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～　

i
第
…
表
）

｝、
建
長
頃

甦
長
髪
　
一

建
治
二
年
以
前
　

・
建
治
こ
年

　
　
↑

弘
安
二
年

　
7
●

永
仁
元
卑
．

永
仁
四
二
、

永
仁
六
年

　
同

・
正
安
一
一
年
誕
ハ
R
月

　
一
二
鷲
○
諮
後
…

　
一
二
五
三

　
コ
毛
六
以
前

　
＝
「
七
六

　
↑

・
＝
一
七
九

正
安
二
郊
刑
朋
・

正
安
四
年

．
嘉
元
一
二
年

　
　
↑

徳
治
二
年

巾
徳
治
一
二
伍
、

…
正
和
元
年
頃

　
焉
躍

．
一
二
九
三

｛
　
一
　
・
4
し
て

」
一
ニ
ブ
ナ

晒
一
一
…
九
八

　
同

　
一
三
〇
〇

　
同

　
一
〇
三
工

　
一
三
〇
五

　
　
↑

　
＝
二
〇
七

　
一
三
〇
八

　
一
三
一
二

　
；
一
一
鷲

長
範
（
為
成
の
雷
祖
父
）

　
長
範

証
　
寂

」
筑
断
鯨
撒
欝
慰
最

　
同
右

…
見
蓮

「
円
　
全

↑
絹
進
（
長
成
）

　
同
　
（
長
成
）

…
長
、
灰
（
為
成
の
父
）

．
絹
逞
（
長
成
）

…
円
詮

「
襲
照

円
道

…
陶
道

左
衛
門
尉
長
量

．
肥
後
入
道
三
巴

同預預預預
　所所所所

預
所

同同根
論
の
維
掌

預
所
ヵ

“
同

．
預
所

」
同

・
筑
勢
司
為
成
雛
留
孫
慮

以奪契大
蘭鍾状山
のとに庄
預絹薯と
所論名の

　和用
　与　水

　
こ
の
雑
品
を
預
所
と
同
じ
も
の
と
す
る
な

ら
ば
預
所
職
は
為
成
一
族
の
間
に
順
調
に
相

伝
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
そ
れ
は
実
に
頻
繁
に
時
に
は
二
、

三
年
毎
に
改
替
さ
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
中
・
に
は
同
一
人
物
で
法
俗
一
両
名

を
別
女
に
使
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
に
見
え
る

名
前
は
極
め
て
多
い
。
雑
記
と
し
て
名
の
見

え
て
い
る
者
が
全
部
預
所
で
あ
っ
た
の
．
て
は

な
く
、
庄
務
に
携
ら
ず
た
だ
相
論
等
の
為
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

雑
掌
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
安
二
年
四
月

雑
掌
円
詮
申
状
は
庭
中
言
上
状
即
ち
裁
判
の

席
に
於
て
提
出
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
「
斎
藤
左
衛
門
尉
助
高
高
当
預
所
無
論

越
前
国
方
上
庄
襯
撫
録
下
湖
職
之
日
預
所
論
理

　
　
　
　
　
⑥

之
闇
」
と
あ
る
。
円
詮
は
自
分
の
名
前
の
上

に
雑
掌
を
付
け
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
「
当
預

所
」
と
書
い
て
自
分
の
名
前
を
上
げ
て
い
な
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正
和
五
年

文
保
元
年

元
亭
三
年

正
慶
元
年

文
和
元
年

永
徳
二
年

一
同
　
三
年

八八五三ニー一三三　ニ　　ニ　　ニ　　三三　七　　六

同書畏尊良実良
　俊枯舜有俊旧

い
の
は
、
雑
掌
円
詮
と
当
預
所
と
が
別
人
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
こ
の
庭
晶
甲
言
上
状
は
そ
れ
以
前
の
相
…
進
（
一
長
成
）
と
大
山

庄
地
頭
申
沢
会
員
と
の
三
問
三
答
の
後
を
う
け
た
竜
の
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
円
詮
は
庄
務
に
直
接
携
る
預
所
で
は

な
く
相
論
の
為
の
雑
掌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
こ
の
中
か
ら

純
粋
に
預
所
と
思
わ
れ
る
者
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
長
範
、
証
寂
、

見
寂
、
長
成
、
円
道
、
長
量
、
道
証
、
為
成
で
あ
る
。
以
下
そ
の
理

由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

長
範
、
長
成
、
為
成
が
預
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
の
如

く
で
あ
る
。
見
寂
に
つ
い
て
は
「
ち
く
せ
ん
の
大
ら
う
判
官
入
道
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

申
門
人
乃
所
領
ミ
や
た
の
し
や
う
」
と
あ
り
、
見
寂
O
雑
掌
は
預
所

丁
かこ

れ
を
見
る
と
円
道
が
署
務
に
関
与
し
て
い
た
よ
う
ノ
し
、

所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
Q

廿
八
日
大
山
庄
用
水
契
状
に

　
　
⑫

い
る
が
、
こ
れ
と
詞
臼
の
今
一
通
の
契
状
に
大
山
庄
預
所
が
署
名
し

　
　
⑭

て
い
る
。
し
か
も
長
量
署
名
の
契
状
の
案
文
の
端
裏
に
「
宮
田
」
と

書
か
れ
て
い
る
の
で
長
量
が
当
庄
預
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　
次
に
道
証
に
つ
い
て
述
。
へ
る
。
正
和
四
年
か
ら
五
年
・
頃
に
か
け
て

の
大
山
庄
地
頭
と
雑
掌
の
相
論
が
行
わ
れ
た
が
、
正
和
五
年
の
鞍
置

　
　
　
　
⑭

の
重
｛
訴
状
に
「
直
基
父
誼
り
蓮
殺
害
以
下
悪
行
事
宮
田
混
晶
剛
預
所
肥
後

入
道
々
証
訴
訟
之
時
頻
可
和
与
之
旨
基
任
懇
望
之
闇
蕪
任
師
匠
本
覚

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
ひ
そ
し
て
彼
は
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

寂
の
譲
に
よ
っ
て
雑
掌
に
な
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
証
寂
も
預
所
で
あ
っ
た
と
言
い
得

る
。
円
道
に
つ
い
て
は
嘉
元
陽
年
十
月
四
日

法
橋
良
厳
書
状
案
に
「
将
町
端
宮
田
庄
雑
益

円
道
申
島
西
父
子
致
条
々
史
籍
由
事
…
…
依

　
　
　
　
　
　
（
聞
酒
）

雑
掌
触
申
合
御
□
□
井
次
郎
左
衛
門
尉
代
子

息
六
郎
相
一
一
．
向
宮
田
庄
…
…
し
と
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
道
は
漬

　
　
　
　
長
黙
認
に
つ
い
て
は
徳
治
二
年
五
月

　
　
「
預
所
左
衛
門
尉
長
量
」
と
署
名
し
て
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取
伝
々
竃
馬
状
分
明
也
」
と
あ
る
が
、
こ
の
三
山
進
め
た
状
を
書
上

げ
た
中
に
「
二
運
　
寒
露
左
衛
門
大
夫
基
任
同
師
匠
本
覚
状
証
肺
翫
降

銅
讐
と
あ
る
の
を
考
え
合
せ
る
と
、
道
証
は
正
和
元
年
頃
に
は
預
所

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
預
所
は
長
成
一
族
に
順
調
に
相
伝
さ
れ
て
い
た
と

は
考
え
わ
れ
な
い
。
実
際
に
長
成
は
正
安
か
ら
嘉
元
の
頃
に
か
け
て

預
所
を
改
替
さ
れ
た
よ
う
ぞ
あ
る
。
正
和
四
年
大
山
庄
地
頭
中
沢
直

墓
は
「
故
陸
奥
入
道
殿
御
在
京
之
御
竃
被
究
淵
底
長
成
謀
書
露
顕
之

闇
可
被
改
易
宮
田
単
玉
所
職
階
薦
被
成
御
下
知
畢
非
蕾
蕊
取
所
…
凝
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

面
目
終
雪
死
去
畢
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
故
陸
奥
入
道
と
は
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
⑭

和
元
年
六
月
に
死
ん
だ
執
権
北
条
宗
宣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宗
宜
は

永
仁
五
年
よ
り
正
安
四
年
正
月
迄
六
波
羅
探
題
と
し
て
在
京
し
て
い

る
。
長
成
、
基
員
の
糟
論
が
行
わ
れ
た
の
は
永
仁
四
年
か
ら
正
安
二

年
に
か
け
て
の
頃
で
あ
る
か
ら
畏
成
が
預
所
職
を
改
易
さ
れ
た
の
は

正
安
二
、
三
年
頃
で
、
そ
の
代
り
に
道
証
が
預
所
に
補
任
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
預
所
に
補
任
さ
れ
た
者
は
如
何

な
る
禺
自
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
琉
迩
。
へ
る
。

　
先
づ
最
初
に
為
成
一
族
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
建
長
五
年
近
衛
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
簡
図

所
領
国
録
を
見
る
と
「
　
鮎
河
庄
誌
」
と
あ
り
、
長
範
は
宮
田
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
陽
院
領
内

預
所
の
他
に
鮎
…
河
庄
の
預
所
職
を
有
し
て
い
た
。
為
．
灰
父
長
、
籏
は
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

応
三
年
に
宝
帳
流
用
・
途
不
足
分
を
近
衛
家
に
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ

に
は
鳥
丸
前
宰
相
、
右
大
弁
等
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
叉
彼
が
筑
薗

々
司
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
合
せ
る
と
、
為
成
一
族
は
京
都
在
住
の

下
級
貴
族
ぞ
近
衛
家
の
家
司
を
し
て
い
た
家
柄
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
永
仁
六
年
七
月
中
沢
基
員
重
陳
状
を
見
る
と
言
論
の
根
手

は
「
宮
田
庄
雑
載
長
成
」
で
あ
る
。
こ
の
文
勲
団
に
つ
い
て
は
端
書
に

「
此
患
者
二
答
状
草
叢
状
中
篇
凝
縮
似
三
線
状
令
二
．
答
状
雑
品
不
請

取
之
：
・
：
・
」
と
集
塚
背
さ
繭
ル
て
い
る
げ
か
、
　
こ
れ
は
・
氷
仁
六
年
六
月
背
黒
団

庄
雑
掌
相
蓬
重
訴
状
の
端
書
と
一
致
す
る
の
で
尊
敬
と
長
成
は
同
一

　
　
　
　
　
　
　
⑲

人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ぽ
正
安
二
年
二
月
に
は
な
お
雑
輩
ぞ
あ
っ

た
。
そ
の
後
何
時
の
頃
に
か
彼
は
預
所
職
を
改
易
さ
れ
た
こ
と
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

述
の
如
く
で
あ
る
。
正
安
二
年
四
月
移
管
円
詮
庭
中
言
上
状
に
「
斎

藤
左
衛
門
言
詮
高
額
当
預
所
梢
論
越
前
指
貫
上
庄
嫡
丸
首
下
司
職
之
日

預
所
得
理
之
闇
四
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
雑
掌
円
詮
は

預
所
で
・
な
い
こ
と
は
前
述
の
如
く
．
て
あ
る
。
こ
の
答
申
言
上
状
は
そ

の
前
の
永
仁
四
↓
六
年
の
預
所
相
逞
（
一
長
成
）
と
中
沢
基
員
と
の

訴
陳
の
対
決
の
時
の
言
上
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
富
江
は
こ
の
時
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は
今
尚
預
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
長
成
は
当
時
方
上
庄

下
司
職
を
保
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も

長
成
或
は
又
そ
の
一
族
と
近
衛
家
と
の
関
係
の
深
か
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。

　
次
に
筑
前
太
郎
判
官
入
道
見
寂
に
つ
い
て
述
べ
る
。
彼
は
建
治
二

年
を
若
干
馨
る
頃
、
証
寂
か
ら
当
庄
預
所
職
を
譲
ら
れ
、
建
治
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

十
月
に
は
こ
れ
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
応
護
憲
相
伝

の
形
を
と
る
場
合
も
あ
っ
た
。
彼
は
「
こ
の
ゑ
殿
の
御
内
に
峰
ち
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

せ
ん
の
大
ら
う
判
官
入
道
と
申
協
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
近
衛
家
の
御
内
入
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
彼
も
常
に

は
在
京
し
て
い
た
よ
う
で
、
建
治
二
年
十
二
月
大
山
庄
地
頭
と
の
聞

に
宮
田
隅
木
乃
部
村
代
官
西
画
影
害
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
起
つ
た
時

の
こ
と
に
つ
い
て
見
寂
は
「
彼
殺
害
事
自
庄
家
告
申
内
聞
間
十
四
日

巳
時
宮
田
庄
預
所
馳
向
干
守
護
御
代
官
之
京
都
宿
所
」
い
、
訴
申
し

　
　
　
　
　
　
⑳

た
と
云
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
預
所
た
る
見
寂
が
常
に
在
京
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
見
寂
と
為
成
一
族
と
の
聞
の
血

縁
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
。

　
当
庄
預
所
に
つ
い
て
右
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
鎌
倉
時
代

後
半
期
に
嘗
て
は
画
し
も
長
成
為
成
一
族
聞
に
固
定
し
て
網
伝
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
時
に
は
他
家
の
者
を
竜
補
任
し
て
い
た
。
そ
し
て

預
所
に
補
任
さ
れ
た
者
は
下
級
貴
族
で
、
近
衛
家
と
特
に
関
係
の
深

い
御
内
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
で
、
彼
等
は
多
分
近
衛
家
の
家

司
を
し
て
い
た
よ
う
な
者
が
多
か
っ
た
の
ぞ
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
在
地
性
の
な
い
預
所
達
は
ど
の
よ
う
に
庄
園
管
理
を

行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
寺
領
等
に
於
て
は
寺
方
雑
掌
、
地

下
雑
掌
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
地
下
雑
掌
は
叉
地
下
代
官
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
当
庄
に
於
て
は
地
下
代
官
に
は
如
何
な
る
人
物
を
任
命

し
て
い
た
か
詳
か
で
な
い
。
建
治
二
年
十
二
日
頃
に
大
山
庄
地
頭
に
殺

害
さ
れ
た
と
い
う
木
乃
部
村
代
宮
西
善
の
名
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
に
木
乃
部
村
春
宮
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
乃
部
、
小
坂
、

板
井
等
の
当
庄
内
の
甲
虫
に
も
代
官
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
た
る
。
そ
し
て
当
庄
に
嘗
て
は
村
と
い
う
地
縁
的
結
合
体
を
単

位
に
庄
園
支
配
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窮
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
村
代
官
を
統
轄
す
る
一
庄
の
代
官
の
存
在
に
つ
い
て
は
全
く
不
明

で
あ
る
。

　
南
北
朝
前
夜
の
土
豪
層
の
成
長
、
叉
そ
の
聞
の
対
立
の
激
化
等
に

よ
る
在
地
の
情
勢
の
切
迫
化
は
、
庄
園
領
主
一
般
に
と
っ
て
の
支
配

の
危
機
で
あ
り
、
そ
れ
を
如
何
に
切
り
抜
け
て
庄
園
支
配
を
確
保
維
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持
す
る
か
と
い
う
大
問
題
に
面
面
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
庄

の
預
所
等
は
如
何
に
対
処
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
次
飾

以
下
に
於
て
も
述
べ
る
が
、
隣
庄
大
山
庄
地
頭
の
非
法
、
悪
覚
、
庄

嘗
の
御
家
入
化
の
動
き
な
ど
の
対
策
に
腐
心
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

口
、
下
司
、
公
文

　
下
司
と
し
て
そ
の
名
の
知
ら
れ
る
者
は
正
和
五
「
年
か
ら
三
文
保
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
に
か
け
て
交
書
に
見
え
る
三
郎
左
衛
門
入
道
寂
仏
の
み
で
あ
る
。

公
文
に
つ
い
て
も
殆
ど
知
ら
れ
な
い
。
承
久
乱
以
前
に
は
信
家
が
重

代
紹
伝
の
職
と
し
て
公
文
で
あ
っ
た
が
、
乱
後
讐
な
き
に
も
拘
ら
ず

関
東
御
家
人
石
川
六
郎
が
幕
府
か
ら
公
文
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
近
衛
家
の
側
か
ら
新
公
文
の
停
止
を
求
め
た
が
、
こ
れ
が

容
れ
ら
れ
て
貞
応
二
年
九
月
十
三
日
幕
府
は
石
川
六
郎
の
新
公
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

停
止
し
領
家
の
進
止
と
な
し
た
。
こ
の
後
喜
が
公
・
文
と
な
っ
た
の
か

不
明
で
あ
る
が
多
分
信
家
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
長
い
闇
公

文
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
嘉
元
年
憶
断
か
ら
し
き
り
に
宮
田
庄
に
乱

入
し
た
悪
党
生
時
は
前
公
文
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
彼
が
悪
党
化
す
る

正
安
三
年
以
前
に
は
公
文
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
を
。
そ
し
て
正
和

五
年
か
ら
丈
保
二
年
・
に
至
る
頃
に
は
次
郎
左
衛
…
門
入
道
陣
門
が
公
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
更
に
そ
の
後
六
十
年
程
経
た
康
暦

二
年
頃
に
は
肥
肉
伯
部
将
監
盛
貞
が
公
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
下
司
公
・
文
は
何
れ
も
野
土
に
根
拠
を
有
す
る
土
豪
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
公
文
信
家
に
つ
い
て
は
「
錐
有
御
庄
嘗
之
号
為

癒
弱
之
田
夫
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
当
庄
土
着
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

豪
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
生
西
も
「
上
庄
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑩

民
生
西
法
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
下
司
寂
仏
、
公
文
観
円
に
つ
い

て
み
る
と
、
嘉
元
四
年
五
月
悪
党
が
宮
田
庄
に
乱
入
し
た
馬
形
仏
寺

の
家
を
焼
い
た
が
、
こ
の
時
一
緒
に
家
を
焼
か
れ
た
者
の
中
に
「
道

正
劇
」
夢
想
郎
君
弥
直
達
」
が
あ
髄
・
あ
下
司
・
は

寂
仏
、
二
郎
左
衛
門
尉
と
は
公
文
観
円
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
推
測
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
尊
皇
は
も
と
よ
り
、
公
文
観
円
も

共
に
独
立
し
た
小
屋
に
住
む
下
人
等
を
有
し
て
経
営
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
明
か
で
あ
り
又
寂
仏
は
庄
内
に
屋
敷
を
有
し
て
い
た
こ
と
と

相
傲
っ
て
当
庄
内
の
土
豪
ぞ
あ
っ
た
と
…
百
え
よ
う
。

　
叉
津
々
伯
部
将
監
盛
貞
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
そ
の
姓
が
示
す
如

く
宮
田
庄
の
東
方
波
た
伯
早
撃
附
近
を
中
心
に
多
紀
郡
に
幡
恥
し
て

い
た
土
豪
の
一
族
で
あ
る
。
建
武
四
年
頃
に
は
宮
田
庄
住
人
準
々
伯

部
次
郎
左
衛
門
尉
為
光
、
安
行
庄
住
人
同
型
太
郎
信
望
等
は
紙
駒
社
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⑳

藤
波
々
伯
厚
保
を
押
領
し
て
い
る
。
叉
隆
々
伯
無
為
光
は
足
利
幕
府

の
御
家
人
と
し
て
尊
氏
か
ら
伯
誉
国
稲
光
保
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
て

　
⑳

い
る
。
こ
の
よ
う
な
波
川
蝉
部
一
族
の
土
豪
が
宮
田
庄
に
住
ん
で
い

た
が
、
盛
貞
も
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
宮
田
庄
在
住
の
土
豪
で
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
密
田
庄
と
鎌
倉
政
権

　
当
庄
と
鎌
倉
政
権
と
の
関
係
が
史
料
に
見
え
る
の
は
承
久
乱
以
後

で
あ
る
。
即
ち
公
文
信
家
が
承
久
乱
に
際
し
て
京
方
に
付
い
た
も
の

と
疑
わ
れ
て
か
、
乱
後
石
川
六
郎
が
幕
府
に
よ
っ
て
当
庄
公
文
職
に

補
任
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
近
衛
家
は
こ
れ
の
停
止

を
求
め
、
貞
応
二
年
九
月
に
至
り
関
東
下
知
状
が
出
さ
れ
て
こ
の
要

求
は
認
め
ら
れ
た
。
承
久
乱
後
は
一
旦
公
文
職
が
関
東
御
家
人
に
与

え
ら
れ
た
の
み
で
な
く
、
丹
波
国
守
護
所
使
が
入
部
し
て
狼
籍
を
行

（
第
二

　
名
）
、

表
）
　
　
　
（
○
印
は
薪
地
頭
補
任
の
原
因
と
な
っ
た
者
を
示
す
。
）

　本
所
領
家
）

Ω
射

つ
た
こ
と
は
他
の
諸
国
庄
園
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
承
久
四
年

三
月
十
五
日
関
東
下
知
状
を
以
っ
て
停
止
さ
れ
た
。
乱
後
の
武
士
の

非
法
は
宮
田
庄
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
丹
波
国
に
於
て
も
雀
部
庄
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
地
頭
が
非
法
を
行
い
、
或
は
年
貢
の
未
進
を
続
け
、
叉
宮
田
庄
の

近
く
の
波
々
伯
部
保
で
は
爾
戸
三
郎
朝
守
が
「
或
追
放
相
伝
下
司
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

経
或
追
捕
土
昆
資
財
」
す
る
と
い
う
非
法
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し

承
久
乱
後
の
武
士
の
非
法
は
年
貢
抑
留
、
下
司
三
等
の
諸
職
の
押
領
、

資
財
物
の
追
捕
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庄
内
の
農
民
を
把
握
す
る
と
い

う
方
向
に
は
向
っ
て
い
な
か
っ
た
。
結
簡
地
頭
等
の
非
法
は
承
久
以

前
の
そ
れ
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
、
そ
の
為
こ
れ
等
は
幕
府
の
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
っ
て
一
応
は
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
承
久
乱
後
払
軍
国
に
於
て
地
頭
を
改
補
、
新
補
さ
れ
た
こ
と
の
明

か
な
地
は
次
の
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

（
庄大

山
庄

窟
田
庄

（
艦
名
）

同多

　紀

近東
衛

　
　
　
　
所
）
…
（
前
雛
・
下
司
等
）
（
薪
地
頭
）
出
　
典

寺
…
　
－
　
　
市
沢
小
二
郎
叢
轟
稽
瓦
町
訊
。

家
…
　
平
家
（
摯
シ
）
弼
公
腋
）
六
郎
・
近
衛
臨
書

　
新
地
頭
出
身
臨
　
．

．
武
　
蔵
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和
智
庄

由
良
庄

私
市
庄

八
田
須
知

以
下
七
郷

　　　船何回天船
　　井田
　・　力叉
井鹿　ハ井
　　）

上上仁
賀賀
茂茂
社社寺

　
　
　
　
　
？
．

　
　
　
　
δ
下
調
三
日
□
資
親

至
上
…
・
隻
～

片
山
右
馬
二
十
骸
片
上
書

　
十
郎
経
成
　
　
一
磯
都
氏
所
蔵
文
書

縢
船
次
郎
胤
行
在
奎
否

　
　
　
　
　
　
　
美
濃
田
諸
家
系
譜

山
内
菖
藤
盛
通

　
　
　
　
　
　
　
首
藤
山
内
系
図

武
藏

下
野
力

相
模

ぎ◎ （294）

右
の
中
ぞ
大
山
庄
は
野
虫
の
隣
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ

る
。
宮
田
庄
の
公
文
が
誤
っ
て
改
替
さ
れ
た
の
は
公
文
信
家
が
大
山

庄
の
庄
「
官
等
と
共
に
京
方
に
つ
い
た
も
の
と
誤
認
さ
れ
た
為
で
は
な

か
ろ
う
か
。
文
私
市
庄
の
清
久
小
次
郎
胤
行
の
与
え
ら
れ
た
の
は
公

　
　
　
　
　
⑳

文
職
で
あ
っ
た
。
宮
田
庄
の
場
合
も
石
川
六
郎
が
得
た
の
は
公
文
職

で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
給
公
文
職
御
下
文
平
筆
地
頭

也
」
と
述
べ
て
公
文
職
と
地
頭
職
の
同
一
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か

し
私
市
庄
の
揚
合
建
武
頃
に
至
る
ま
で
そ
れ
は
地
頭
職
で
な
く
公
文

　
　
　
⑰

職
で
あ
る
。
通
常
地
頭
職
と
下
司
職
は
同
一
の
も
の
で
、
地
頭
の
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

か
れ
た
所
で
は
公
文
は
あ
っ
て
圏
も
下
司
鳳
置
か
れ
な
か
っ
た
が
、
私

・
市
一
」
圧
、
宮
田
庄
に
於
て
は
こ
の
よ
う
に
地
頭
職
で
な
く
公
文
職
の
み

が
御
家
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
御
家
人
に
勲
巧
賞
と
し
て
与
え
ら

れ
る
の
が
前
司
の
跡
で
あ
る
経
り
、
公
文
に
の
み
罪
科
の
あ
る
場
合

に
は
下
司
の
所
職
を
奪
う
こ
と
は
繊
来
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
安
潮
溜

国
都
宇
竹
原
庄
に
於
て
は
公
文
文
章
生
盛
安
等
は
南
方
に
つ
い
た

為
、
彼
等
の
公
文
職
を
没
官
し
て
小
早
川
茂
平
が
地
頭
に
な
っ
た
。

す
る
と
幕
府
は
そ
れ
以
前
に
は
鴨
御
祖
社
の
氏
人
神
人
等
が
下
司
職

に
補
任
さ
れ
て
い
た
の
を
停
止
し
て
彼
等
の
権
限
を
否
定
し
て
し
ま

　
⑧

つ
た
。
　
一
方
播
磨
国
鵤
庄
の
場
合
は
久
岡
名
主
内
藤
「
革
命
允
成
国
軍

に
は
青
木
兵
衛
五
郎
重
元
が
補
任
さ
れ
た
が
、
彼
は
名
主
職
地
頭
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
与
え
ら
れ
た
の
み
・
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
網
違
は
何
故
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
舟
波
、
播
磨
等
の
よ
う
に
京
都
か
ら
近
く
、
庄
園
領

主
の
支
配
力
が
強
く
及
ん
で
い
て
領
主
の
経
営
に
対
す
る
意
欲
の
強

い
所
で
は
、
幕
府
が
御
家
人
に
与
え
る
の
が
地
頭
職
（
下
司
職
）
で

な
く
公
文
職
の
み
・
で
あ
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
の
六
ケ
所
申
・
製
麺
、
宮
磁
心
庄
で
は
一
度
は
御
家
人
に
与
え

ら
れ
た
所
職
が
再
び
庄
園
領
∵
専
一
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
点
に
も
京
都
に
近
い
国
々
と
耀
い
国
六
と
に
対
す
る
幕
府
の
政
策



丹波圏富田庄の研究（即・の

叉
は
支
配
力
の
強
さ
の
相
違
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
承
久
以
後
し
ば
ら
く
は
地
頭
御
家
人
と
の
問
題
は
文
書
に
は
見
ら

れ
な
い
が
、
建
治
二
年
に
至
っ
て
隣
庄
大
山
庄
地
頭
申
沢
基
員
と
前

述
の
事
件
が
起
つ
た
。
こ
れ
は
同
年
十
二
月
十
二
日
宮
田
庄
卑
語
見

寂
の
木
乃
部
村
代
官
酉
善
が
基
員
に
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
宮
田
庄
雑
掌
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
大
山
庄
地
頭
基
員
は
大

勢
を
率
い
て
宮
田
庄
木
工
部
村
に
打
入
り
古
木
を
伐
ら
せ
た
為
、
当

村
住
人
が
制
止
し
た
の
で
切
ら
ず
に
帰
っ
た
ガ
、
そ
の
時
「
当
馬
代

官
源
三
郎
入
道
等
厚
主
従
為
相
尋
子
細
行
向
之
年
取
籠
球
勢
之
申
無

是
非
令
馨
之
」
毒
う
こ
薯
あ
っ
も
こ
れ
に
対
し
て
裳
基

員
は
「
十
二
日
置
輪
講
盗
人
打
入
子
大
出
庄
之
蛮
土
民
等
令
起
合
禦

戦
之
刻
当
芋
住
人
等
其
数
雌
被
疵
彼
強
盗
入
負
群
鶴
之
聞
脱
捨
甲
冑

逃
籠
干
宮
田
庄
之
由
二
選
之
許
難
告
五
心
悪
党
退
散
之
上
者
纂
員
不

及
罷
悪
気
早
三
愚
申
予
守
護
御
代
纂
」
と
述
㌔
難
覧

寂
は
悪
党
を
扶
持
し
て
い
る
旨
を
主
張
し
て
お
り
、
両
者
の
主
張
は
、

栢
対
立
し
て
い
る
。
雑
掌
側
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
こ
の
劇
論

は
弘
安
二
年
四
月
に
至
り
一
旦
和
与
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

こ
れ
に
つ
い
て
は
大
山
庄
地
頭
は
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
相

論
に
つ
い
て
両
者
○
主
張
を
検
討
し
て
み
る
と
、
】
概
に
は
断
定
し

難
い
に
せ
よ
、
地
頭
側
に
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
宮
田
庄

雑
掌
側
の
証
拠
文
書
と
す
る
和
与
関
係
文
書
を
見
る
と
「
此
上
者

（
和
与
　
“
筆
者
註
）
当
馬
山
野
草
木
立
林
拝
外
者
自
宮
田
庄
難
伐
之

候
不
可
及
制
止
三
叉
宮
田
庄
要
水
流
末
葉
下
汐
候
屯
徴
給
協
者
券
本

望
候
鰍
」
と
地
頭
は
述
べ
て
い
る
。
徳
治
二
年
東
寺
は
宮
田
半
側
が

地
頭
と
の
不
和
の
為
用
水
を
止
め
ら
れ
た
の
に
困
っ
て
、
田
地
一
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

五
反
を
井
料
田
と
し
て
宮
田
庄
側
に
引
渡
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
山

庄
に
と
っ
て
宮
田
庄
か
ら
の
用
水
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
大
山
庄
地
頭
も
用
水
を
止
め
て
の
対
抗
に
は
手
を
焼
い
て
和
与

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
和
与
以
後
永

仁
年
聞
か
ら
正
安
年
聞
に
か
け
て
、
こ
の
相
論
は
再
び
蒸
し
返
さ

◎れ
、
正
和
四
年
に
は
地
頭
が
宮
田
庄
民
に
対
し
て
大
袋
大
犯
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
い
う
事
件
も
発
生
し
た
。
又
正
安
四
年
後
二
条
天
皇
即
位
の
際
の

大
嘗
令
米
の
徴
集
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
糠
沢
基
員
は
こ
の
徴
集
に

当
っ
た
の
を
機
会
に
宮
田
庄
に
対
し
て
も
濫
責
を
行
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
大
山
庄
地
頭
の
非
法
に
対
し
て
は
用
水
を
止
め
た
り
し
て
対
抗

す
る
一
方
、
幕
府
に
訴
え
て
そ
の
力
を
借
り
よ
う
と
し
た
が
、
申
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

氏
は
或
は
｛
寸
一
護
代
」
シ
し
石
州
じ
、
　
或
「
け
い
胃
人
山
闘
魂
剛
比
出
田
図
入
の
鶉
戸
出
伺
軋
に
一
9
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

位
を
剥
標
し
た
り
す
る
の
で
、
雑
掌
の
希
望
す
る
よ
う
な
結
果
を
得
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る
こ
と
は
遂
に
不
可
能
で
う
や
む
や
の
中
に
年
月
が
経
過
し
て
行
く

の
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
大
山
庄
地
頭
の
勢
力
拡
張
を
園
ざ
し
て
の
非
法
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
た
一
方
、
そ
の
膝
下
の
庄
官
、
下
司
寂
仏
、
公
文
観

円
の
輿
入
は
、
正
和
五
年
頃
守
護
代
と
結
ん
で
幕
府
御
家
人
と
な
ろ

う
と
し
た
。
雑
吉
良
有
は
こ
れ
に
反
対
し
て
、
御
家
人
号
の
停
止
を

幕
府
に
求
め
、
文
保
元
年
に
は
こ
れ
を
認
め
し
め
て
そ
の
目
的
を
一

応
は
達
す
る
こ
と
が
繊
来
た
。
庄
官
が
幕
府
御
家
人
と
な
る
や
そ
の

避
止
は
最
早
本
所
領
家
の
自
由
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ
が
幕
府
の
安
堵

状
を
持
た
な
い
場
合
で
も
そ
の
跡
を
自
由
に
他
人
に
補
任
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
出
来
ず
、
御
家
人
中
の
誰
か
を
任
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
庄
園
領
・
王
の
支
配
を
弱
め
る
も
の
と
し
て
排
斥

さ
れ
て
い
た
。
叉
御
家
人
の
非
法
悪
行
に
対
し
て
は
、
守
護
の
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
検
断
権
は
及
ば
な
い
の
で
、
非
法
を
働
く
上
に
も
御
家
人
と
な
る

こ
と
猿
極
め
て
好
都
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
為
庄
園
領
主
の
支
配
を
脅

そ
う
と
し
て
、
為
に
悪
党
と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
武
士
達
も
、
御
家
人

号
を
利
用
せ
ん
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
宮
田
庄
悪
党
生
西
が
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

家
人
と
号
し
て
非
法
を
行
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
庄
官
贈
り
は
御
家
前
号
を
得
て
己
の
立
揚
を

強
化
し
よ
う
と
し
、
叉
一
方
領
主
側
は
こ
れ
を
阻
止
せ
ん
と
し
て
い

た
の
は
、
宮
田
庄
の
み
で
な
く
、
当
時
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
、
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

女
伯
部
保
等
の
場
A
口
・
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
幕
府

の
存
在
は
幕
府
の
意
志
を
超
え
て
、
庄
園
領
主
に
と
っ
て
は
、
東
国

武
士
（
即
ち
地
頭
）
の
庄
園
侵
略
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
庄
園
内
の
庄

官
層
の
御
家
入
墨
、
独
立
化
を
誘
発
し
、
庄
園
領
主
を
し
て
そ
の
対

策
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ら
し
め
た
こ
と
は
今
庄
で
も
同
様
で

あ
っ
た
。
元
弘
三
年
鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
が
、
そ
れ
に
代
っ
た
足

利
幕
府
は
、
戦
乱
の
必
要
か
ら
、
よ
り
広
く
武
士
の
御
家
人
化
を
行

い
、
当
今
住
入
波
々
焔
管
次
郎
左
衛
門
尉
為
光
が
御
家
人
と
な
り
、

伯
脅
国
風
光
保
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
宮
田
庄
内
に
は
、
南
北
朝
以
後
武
家
勢
力
は
次
第

に
浸
入
し
て
来
、
応
永
年
間
に
は
遂
に
山
名
氏
の
入
部
押
領
を
見
る

　
　
　
　
⑨

に
至
っ
た
が
、
こ
の
間
の
詳
し
い
事
情
は
史
料
が
乏
し
く
明
か
で
な

い
。

四
、
宮
田
三
民

　
当
庄
の
検
注
帳
、
名
寄
帳
等
は
全
く
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、
そ

の
名
構
成
、
或
は
庄
民
の
階
層
構
成
等
に
つ
い
て
の
墓
礎
的
史
料
を
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得
る
こ
と
は
晦
来
な
い
。
名
に
つ
い
て
も
た
だ
文
書
の
上
に
恒
沢

名
、
心
尤
成
名
等
の
存
在
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
永
原
慶
二
氏
は
山

城
國
久
枇
庄
の
醗
究
に
於
て
、
室
町
時
代
の
久
世
庄
民
の
階
層
と
し

て
o
D
代
官
的
名
主
（
公
丈
）
、
　
㈲
名
主
、
㈲
中
小
規
模
名
主
職
所
有

農
民
一
百
姓
、
㈲
下
人
（
名
子
的
下
人
）
の
四
つ
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る

癖
こ
れ
は
森
当
庄
に
も
当
は
ま
る
よ
う
で
あ
る
・
し
か
し
謹

の
場
合
は
史
料
も
乏
し
く
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
詳
細
に
追
求
ふ
9
、

る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
、
永
原
氏
の
…
適
わ
れ
る
久
世
庄
の
揚
合

と
、
当
庄
の
場
合
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
詳
緬
に
知
る
こ
と
は
不
明

で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
一
つ
の
史
料
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
を
申
心
に

考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

　
宮
田
庄
住
人
生
西
法
師
は
琵
安
三
年
頃
よ
り
悪
党
と
な
り
、
屡
々

当
庄
に
乱
入
し
て
乱
暴
狼
蒋
を
働
い
て
い
た
が
、
嘉
元
四
年
五
月
二

日
夜
叉
も
や
乱
入
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
文
書
の
一
つ
を
掲
げ
る

と
、　

「
今
月
二
日
夜
商
西
已
下
悪
党
等
当
鬼
宮
織
庄
寄
身
已
下
鉾
目
□

寂
仏
已
下
輩
家
々
、
致
強
盗
、
令
殺
害
同
舎
八
郎
兵
衛
尉
之
女
子
井
妻

女
断
顧
朗
岨
彦
三
郎
、
牛
太
郎
離
關
翰
榔
航
以
上
四
人
、
盗
取
若
干
資
財

焼
払
政
所
井
寂
仏
、
八
郎
兵
衛
尉
、
国
助
、
蓮
道
相
焔
劇
、
道
密
亦
洞
、

犬
太
郎
、
申
七
、
弥
六
蹴
購
凝
鮒
、
源
内
、
小
佐
々
尼
、
顕
智
法
師
住

　
　
ざ

宅
以
十
二
所
髄
総
瓢
候
畢
、
　
（
中
略
）

　
　
　
嘉
元
四
年
五
月
昔
九
日
　
法
橋
良
厳
罰

　
　
進
上
　
新
田
六
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
こ
の
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
当
庄
の
庄
官
有
力
名
主
層

は
突
入
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
、
㈲
下
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の

中
に
は
独
立
の
小
屋
に
住
ん
で
い
る
者
が
い
た
こ
と
の
一
一
つ
で
あ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
今
少
し
く
詳
細
に
こ
の
文
書
を
検
討
し
て
み

た
い
。

　
先
ず
解
釈
上
の
疑
問
点
を
上
げ
て
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に

す
る
。
こ
こ
に
「
焼
払
政
所
挿
寂
仏
…
…
顕
智
法
師
住
宅
以
下
十
二

所
」
と
あ
る
が
、
こ
の
中
の
「
以
下
十
二
所
」
の
「
下
し
の
字
ぼ
書

落
さ
れ
た
為
業
の
如
く
「
管
玉
」
の
中
間
右
横
に
書
加
え
ら
れ
て
い

ツ
リ
。
　
こ
の
　
「
以
下
鍛
工
所
」
を
加
川
繍
門
に
解
釈
す
べ
き
か
に
簡
凹
鴨
騰
か
あ

ろ
う
。
政
所
か
ら
顕
智
法
師
迄
を
引
用
文
に
筆
者
が
打
つ
た
句
恵
の

如
く
読
め
ば
、
そ
れ
だ
け
で
十
二
所
と
な
り
、
そ
の
数
は
「
以
下
十

二
所
」
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
殺
害
さ
れ
た
人
数
に
つ
い
て
は

「
以
上
四
人
」
と
総
計
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
．
り
、
こ
の
焼
払
わ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
も
政
所
等
総
計
十
二
所
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
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は
あ
る
ま
い
か
。
「
政
所
…
－
以
下
＋
二
所
」
を
政
所
以
下
と
読
む

か
、
顕
智
法
師
以
下
十
二
所
と
読
む
か
で
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

異
っ
て
来
る
。
し
か
し
こ
の
文
書
が
案
文
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
な

ら
ば
、
　
「
以
上
」
の
書
誤
と
云
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

叉
そ
う
で
な
く
て
も
十
二
所
と
い
う
数
が
符
合
す
る
こ
と
か
ら
焼
払

わ
れ
た
住
宅
は
十
二
所
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
た
い
。

　
次
に
「
八
郎
兵
衛
尉
、
豊
平
、
蓮
道
杷
畑
巳
」
と
あ
る
が
、
こ
の

「
柏
畑
a
」
を
蓮
道
一
入
に
か
け
る
か
、
又
国
助
、
蓮
道
の
二
人
に
か

け
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
蓮
道
の
み
か
、
国
助

に
も
か
か
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
下
人
の
数

を
五
入
と
す
る
か
六
人
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
る
。
し

か
し
他
に
拠
る
べ
き
も
の
も
な
い
の
で
断
定
を
下
さ
ず
可
能
な
範
囲

で
こ
の
文
書
の
持
つ
意
味
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
悪
党
に
焼
払
わ
れ
た
住
宅
に
あ
っ
た
建
物
の
数
は
「
辮
宇
余
」
で

あ
る
が
、
下
人
の
住
ん
で
い
た
家
の
建
物
の
数
は
、
中
に
は
羅
宇
以

上
あ
る
も
の
も
或
は
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
が
大
体
は
一
宇
位
し

か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
見
え
る
下
人
は
五
人
乃
至

六
塵
で
あ
る
か
ら
下
人
以
外
の
者
の
住
宅
に
あ
っ
た
建
物
の
数
は
皇

女
滑
宇
足
ら
ず
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
一
人
当
9
の
数
は
四
宇

乃
至
五
器
で
あ
る
が
、
預
所
、
下
司
等
の
屋
敷
が
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
等
に
於
て
は
、
母
崖
の
他
に
倉
、
納
屋
、

牛
馬
舎
費
も
持
っ
て
い
て
．
建
物
は
他
の
名
主
層
よ
り
も
多
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
す
る
と
預
所
政
所
、
庄
官
等
の
有
力
名
主
層
の
屋
敷
に
は

七
宇
前
後
位
の
多
く
の
建
物
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

申
に
は
下
入
等
の
住
む
建
物
が
あ
っ
て
、
家
内
奴
隷
的
な
下
人
や
、

一
応
は
家
族
を
有
し
て
い
た
よ
う
な
名
子
的
下
人
が
、
そ
の
中
に
住

ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
下
司
野
仏
の
住
宅
と
共
に
そ
の
下
人
道
密
の
家
も
焼
か
れ
て
い
る

が
、
こ
の
道
密
の
家
が
主
人
阿
智
の
家
と
は
別
に
独
立
し
て
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
下
人
道
密
が
、
主
入
の
屋
敷
外
の
一
応
は
独
立
し

た
家
に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て
墨
斑
密
が
自
立
化
の
過
程
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
叉
二
郎
左
衛
門
尉
の
下
人
犬
曳

郎
等
三
人
の
家
が
焼
か
れ
て
い
る
の
に
、
主
人
二
．
郎
左
衛
門
尉
の
屋

敷
が
焼
か
れ
て
い
な
い
の
は
n
彼
等
三
人
の
家
も
矢
張
り
主
人
O
屋

敷
内
に
あ
っ
た
の
で
な
く
、
そ
れ
か
ら
離
れ
た
所
に
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
絵
巻
物
等
に
画
か
れ
た
土
豪
の
家
の
構
造
を
見
る

と
、
歴
根
は
茅
、
板
、
紅
軍
．
て
あ
っ
て
、
火
災
に
対
し
て
は
極
め
て

脆
弱
ぞ
あ
る
。
彼
等
下
人
の
家
が
主
人
の
家
敷
内
に
あ
っ
た
場
合
、
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し
か
も
そ
れ
が
三
戸
も
焼
か
れ
た
場
合
に
、
そ
し
て
悪
党
乱
入
の
混

乱
特
と
い
う
点
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
主
人
二
郎
左
衛
門
尉
の

屋
敷
が
類
焼
す
る
危
険
率
は
極
め
て
高
い
。
更
に
悪
党
が
乱
入
し
て

放
火
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
下
人
小
歴
の
み
で
済
ん
だ
と
も
考
え
難

い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
彼
等
三
人
の
下
人
の
家
は
、
主
人
二
郎

左
衛
門
尉
の
屋
敷
と
は
別
に
独
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
叉
下
人
の
家
が
焼
か
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
そ
の
主
人
の
家
の
一

つ
と
し
て
で
な
く
、
下
人
の
住
屋
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
下
人
が
主
人
の
屋
敷
外
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

の
み
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
電
磁
等
が
下
人
と
は
呼
ば
れ
て
い
た
に

し
て
も
、
か
な
り
の
自
立
化
へ
の
途
を
進
ん
で
い
た
か
ら
で
は
な
か

ろ
う
か
。
＋
石
露
国
太
良
庄
に
於
て
寛
元
年
間
の
頃
、
地
頭
か
ら
在
家

役
を
懸
け
ら
れ
た
親
類
下
人
（
一
脇
在
家
）
は
百
姓
の
屋
敷
内
を
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
け
て
据
概
か
れ
た
者
で
あ
っ
た
が
、
宮
田
庄
の
こ
の
下
人
は
主
入

の
屋
敷
外
に
独
立
し
た
住
屋
に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
太
良
庄
の
親
類

下
人
（
1
1
脇
在
家
）
よ
り
も
も
っ
と
自
立
化
の
進
ん
で
い
た
者
で
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
。
彼
等
下
人
の
中
で
も
蓮
道
、
道
密
と
い
う
名
前

は
、
入
道
後
の
法
名
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も

彼
等
二
人
は
単
な
る
名
子
的
下
人
と
は
異
り
、
今
少
し
独
立
性
の
強

い
朗
従
的
な
も
の
ぞ
は
な
が
つ
た
か
と
考
え
る
。
特
に
当
時
の
下
人

所
従
と
い
う
言
葉
は
、
主
従
関
係
を
現
す
揚
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い

る
の
ぞ
、
下
人
と
あ
る
も
の
を
す
．
へ
て
奴
隷
又
は
半
奴
隷
と
解
釈
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
由
太
郎
、
中
尊
、
弥
六
等
と
い
う
名

前
は
、
郎
党
と
呼
ぶ
に
は
少
し
威
厳
が
足
り
な
い
よ
う
で
、
ど
ち
ら

か
と
云
え
ば
道
密
よ
り
は
隷
属
性
が
強
い
も
の
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ

る
。

　
叉
こ
れ
は
宮
田
庄
で
は
な
く
、
隣
庄
大
山
庄
の
も
の
で
あ
る
が
、

正
和
四
年
十
一
月
、
大
規
庄
地
頭
中
沢
尊
霊
の
子
息
新
左
衛
門
尉
直

墓
等
は
宮
田
庄
「
木
乃
部
村
住
人
加
治
大
夫
安
貞
於
路
次
召
取
之
大

山
立
地
頭
子
恩
新
左
衛
門
尉
弁
道
念
七
郎
左
衛
門
入
道
以
下
交
名
人

蕪
．
無
是
非
押
籠
彼
安
貞
於
弥
六
入
道
屋
」
て
米
百
石
銭
二
百
貫
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
す
よ
う
に
責
め
、
大
袋
大
犯
を
致
し
た
事
件
が
起
つ
た
。
こ
の
弥

六
入
道
は
雑
掌
の
雷
う
と
こ
ろ
に
従
え
ば
直
基
の
下
人
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
叉
雑
掌
は
「
彼
弥
六
入
道
元
考
大
山
庄
市
庭
住
民
都
維

那
法
師
下
人
今
為
尊
蓮
下
人
在
之
最
凡
下
之
処
何
今
更
可
称
竜
王

哉
し
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
弥
六
入
道
な
る
人
物
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
と
、
彼
は
地
頭
の
下
人
と
し
て
、
一
応
主
入
と
は

離
れ
た
と
こ
ろ
に
独
立
の
住
宅
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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次
に
彼
は
前
に
は
大
海
庄
宿
営
の
住
人
都
維
那
法
師
の
下
人
で
あ
っ

た
○
が
、
何
回
の
頃
か
ら
か
地
頭
中
沢
氏
の
下
人
に
な
っ
た
と
云
わ

れ
て
い
る
。
交
保
元
年
十
月
の
大
山
庄
内
検
取
帳
に
は
大
山
庄
名
主

と
し
て
「
ゆ
い
な
」
な
る
人
物
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
一
井
谷
に
田
地

一
反
を
有
し
て
い
る
。
　
「
ゆ
い
な
」
に
漢
字
を
当
て
れ
ば
「
維
那
」

と
な
り
音
も
字
も
「
郡
維
那
」
と
似
通
っ
て
い
る
。
当
時
に
於
て
は

こ
の
両
者
を
混
同
し
て
使
用
し
て
い
る
揚
合
も
あ
る
の
ぞ
、
こ
れ
は

同
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
内
検
取
帳
は
大
山
庄
領
家
方

分
の
み
で
、
地
頭
方
は
含
ま
れ
て
い
な
い
故
、
彼
の
経
営
規
模
等
を

知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
彼
は
大
由
庄
の
名
主
の
一
人
で
あ
っ
た
。

下
人
弥
六
入
道
が
何
故
都
維
那
法
師
か
ら
地
頭
に
主
人
を
変
え
た
か

は
月
明
か
．
て
申
な
い
。
　
地
岬
銀
｛
甲
沢
山
窮
鼠
は
、
　
心
々
田
庄
難
…
堂
∴
か
弥
六
入
縄
廻
を

下
人
と
占
卜
う
の
に
対
し
て
、
彼
は
侍
品
の
者
だ
と
抗
弁
し
て
い
る
。

こ
れ
は
彼
の
住
屋
が
主
人
と
は
独
立
し
て
い
た
こ
と
の
他
に
、
彼
自

身
が
独
立
化
し
、
身
分
的
に
か
な
り
上
昇
し
て
い
た
為
、
地
頭
が
彼

を
侍
品
の
者
と
称
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
叉
こ
の
よ
う
に
彼

の
独
立
性
が
強
く
な
っ
て
い
た
為
に
、
地
頭
が
彼
を
演
主
都
維
那
法

師
の
下
か
ら
離
し
、
己
の
被
官
と
な
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
宮
田
庄
を
始
め
、
大
山
庄
等
こ
の
附
近
に
於
て
は
、

一
方
で
は
庄
官
、
名
主
層
の
屋
敷
内
に
住
む
下
人
等
（
太
良
庄
に
於

け
る
脇
在
4
9
弧
と
も
云
う
べ
き
も
の
）
が
い
た
と
共
に
、
叉
他
方
で
は

主
人
の
屋
敷
と
は
独
立
し
た
住
居
に
住
む
、
自
立
性
の
か
な
り
高
い

下
人
が
少
く
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
加
賀
国
軽
海
郷
に
嘉

暦
畷
、
十
四
郎
な
る
名
子
が
い
て
、
自
ら
板
を
市
場
に
持
っ
て
行
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

て
、
売
買
を
行
っ
て
い
た
が
、
文
和
二
年
に
は
年
貢
以
下
淀
進
状
に

「
江
四
郎
名
」
と
し
て
以
前
の
名
子
主
と
並
ん
ぞ
細
田
一
反
辮
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

名
一
請
け
す
る
迄
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
名
子
江
四
郎
の
如
き
途
を
歩

み
つ
つ
あ
っ
た
の
が
以
上
述
べ
て
来
た
下
人
機
密
、
犬
太
郎
、
弥
六

入
道
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
ぞ
前
述
の
嘉
元
四
年
五
月
の
法
橋
良
厳
起
請
文
の
解
釈
に

つ
い
て
「
以
下
十
二
所
」
の
十
二
所
が
政
所
以
下
顕
智
法
師
住
宅
迄

の
十
二
所
で
な
く
、
顕
智
法
師
住
宅
以
下
十
二
所
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
十
二
所
に
含
ま
れ
る
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
者
の

住
宅
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
下
人
等
の
住
宅
が
五
乃
至
六
書
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
十
工
所
…
に
含
ま
れ
る
・
も
の
は
多
く
」
は

下
人
等
の
住
宅
．
て
、
そ
の
他
に
若
干
は
中
小
名
主
職
所
有
農
民
と
で

も
呼
ば
れ
る
べ
き
者
が
含
ま
れ
て
い
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
主

人
の
屋
敷
か
ら
は
離
れ
て
独
立
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
下
人
等
が
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極
め
て
多
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
宮
田
庄
に
於
け
る
下
人
等
の
独
立

性
は
更
に
よ
り
以
上
に
高
か
っ
た
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
何
れ
に
せ
よ
鎌
倉
時
代
末
期
頃
に
は
、
宮
田
庄
附
近
に
寝
て
下

人
と
は
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
か
な
り
独
立
性
の
高
い
農
民
が
相
当
数

存
在
し
て
い
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

　
次
に
名
主
層
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
領
主
的
な
名
主
と
所
謂

「
当
名
主
」
層
と
の
区
別
は
当
庄
に
於
て
は
・
氏
姓
が
不
足
し
て
い
る

為
姻
た
に
つ
い
て
は
な
し
難
い
。
八
郎
兵
衛
尉
、
国
松
一
郎
左
衛
門

尉
等
は
領
主
的
名
主
と
呼
ぶ
べ
き
者
で
あ
ろ
う
か
。
彼
等
を
領
主
酌

名
主
（
庄
官
層
と
略
伺
じ
鷲
造
を
持
つ
者
）
と
す
る
な
ら
ば
、
一
般
名
主

層
の
経
営
を
示
す
よ
う
な
史
料
は
極
め
て
乏
し
く
な
る
。
国
松
一
郎

左
衛
門
尉
は
下
人
二
入
を
悪
党
宮
西
等
の
為
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
は

前
述
の
如
く
で
あ
る
。
下
司
寂
仏
、
公
文
二
郎
左
衛
門
尉
等
も
下
入

を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
下
人
を
隷
属
せ
し
め
て
い
た
の
は
彼
等
領

主
的
な
有
力
名
主
の
み
で
は
な
く
憎
般
名
主
層
（
当
名
主
騒
）
竜
同
様

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
庄
大
山
庄
の
史
料
に
な
る
が
、
前
述

の
大
山
庄
市
庭
’
住
人
た
る
名
主
都
維
那
法
師
は
正
和
四
年
を
少
し
醐

る
頃
、
下
人
と
呼
ば
れ
る
者
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
或
は
叉
建
治
二

年
十
二
月
十
三
日
大
山
楼
地
頭
過
信
基
員
書
状
に
「
今
月
十
二
日
よ

姦
盗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
睡
）
　
　
　
　
（
出
）

か
う
た
う
人
の
よ
せ
臨
を
は
や
く
よ
は
わ
り
い
た
し
泳
問
百
姓
下
人

は
し
り
い
そ
く
と
こ
ろ
に
さ
ん
ざ
ん
に
い
き
り
肺
あ
ひ
た
こ
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
負
）

も
ふ
せ
き
匹
に
百
姓
細
入
少
々
て
を
い
て
協
」
と
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
一
般
名
主
層
が
下
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ

の
下
人
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
、
0
ゆ
家
内
奴
隷
的
下

人
、
働
脇
士
家
的
下
人
（
名
子
的
下
人
）
等
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

③
又
少
か
ら
ぬ
部
分
は
一
応
、
王
人
た
る
盟
主
等
の
屋
敷
と
は
離
れ
て

或
程
誤
り
独
立
を
か
ち
取
り
、
曲
凝
奴
へ
の
進
化
の
途
を
か
な
り
歩
み

つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
こ
の
一
・
で
つ
な
、
か
な
り
の
自
立

性
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
⑧
に
属
す
る
導
入
と
、
そ
の
主
人
と
の
間
に

は
如
何
な
る
隷
属
関
係
が
存
在
し
て
い
た
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
る

が
婦
警
不
足
の
為
、
結
論
を
下
す
こ
と
は
轟
来
な
い
。

　
又
こ
の
頃
に
は
当
庄
内
に
富
裕
薇
姓
と
呼
ば
れ
る
者
が
見
ら
れ

る
。
当
時
隣
庄
大
山
庄
内
に
は
大
山
庄
市
庭
が
あ
り
、
こ
の
附
近
に

も
商
業
、
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
来
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
で
当
庄
に
断
て
も
商
業
に
よ
つ
て
利
潤
を
得
る
者
が
禺
て
来
た
で

あ
ろ
う
し
、
叉
こ
の
貨
幣
経
済
の
発
展
に
必
然
的
に
付
随
す
る
高
利

貸
資
本
の
発
生
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
嘉
元
三
年
十
一

月
三
日
悪
党
生
昇
等
は
庄
内
の
富
裕
百
姓
と
呼
ば
れ
る
種
次
、
枝
包
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等
の
住
宅
に
打
入
り
、
「
盗
取
銭
貨
小
袖
及
諸
方
質
物
逃
散
」
し

◎
た
。
か
く
の
如
く
彼
等
富
裕
百
姓
は
多
く
の
銭
貨
を
貯
え
、
又
質
物

を
取
っ
て
銭
を
貸
す
こ
と
を
行
っ
て
お
り
、
彼
等
は
土
禽
と
云
う
べ

き
者
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
文
正
和
四
年
十
一
月
大
山
庄
地
頭
申
沢
直
纂
等
は
宮
田
身
構
乃
部

村
住
人
加
治
大
夫
安
貞
を
路
次
に
て
召
取
り
、
　
「
無
是
非
押
呼
量
安

貞
於
弥
六
入
道
屋
米
百
石
銭
二
百
貫
文
墨
可
運
置
此
屋
不
然
笹
分
可

令
殺
壌
育
之
闘
士
申
之
聞
為
麺
熱
型
懇
望
於
請
文
聖
断
二
百
貫
文
即
渡

畢
於
米
墨
可
進
後
日
之
旨
種
々
令
誘
申
而
希
膚
罷
帰
」
と
い
う
豪
件

　
　
⑭

が
起
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
安
貞
は
銭
二
百
貫
黒
米
百
石
を
身
代
に
要

求
さ
れ
る
や
、
　
一
寸
し
た
庄
園
の
一
年
分
の
年
貢
に
匹
敵
す
る
銭
二

百
貫
文
は
直
に
渡
し
、
後
で
米
百
石
を
渡
す
こ
と
が
出
来
る
程
の
財

力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
銭
は
即
座
に
払
う
こ
と
は

幽
来
て
も
、
米
は
直
に
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
の
は
彼
が

商
業
に
関
係
し
て
い
る
考
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

・
つ
。

　
安
貞
と
い
い
、
種
次
、
枝
包
と
い
い
、
何
れ
も
豊
か
な
財
力
を
有

し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
等
が
或
は
商
業
に
携
り
、
或
は
又
土
倉
と

し
て
賀
幣
経
済
の
申
に
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
か
ら
に
弛
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
鎌
倉
縛
代
末
期
に
は
商
業
、
貨
幣
経
済
が
こ

の
よ
う
に
農
村
内
に
滲
透
し
て
来
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
当
時
の
有
力
商
人
は
和
市
を
通
じ
て
庇
園
年
貢
の
銭
納
化
に
関

係
し
て
い
た
が
、
こ
の
和
市
に
は
庄
内
の
即
下
、
有
力
名
主
層
が
関

与
し
て
自
己
の
利
益
を
得
ん
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
と
安

貞
等
と
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
京
都
附
近
に
於
て
は
商
人
、
土
倉

と
覚
し
き
者
が
、
土
地
の
買
得
、
質
流
れ
等
を
通
じ
て
土
地
の
集
積

を
行
っ
た
り
し
て
い
る
が
当
庄
の
富
裕
百
姓
等
は
土
地
の
集
積
に
つ

い
て
は
如
何
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
如
何
に
土
地
を
集
積
し
、
叉
そ
の

経
営
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
毅

料
が
全
然
見
ら
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

　
代
官
的
名
主
（
領
主
層
）
と
も
い
う
べ
き
下
司
寂
仏
、
公
丈
観
野
戦

に
つ
い
て
は
心
入
と
呼
ば
れ
る
隷
属
者
を
名
数
持
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
下
人
の
中
に
は
柔
な
の
性
格
の
者
が
い
た
こ
と
は
前
述

の
如
く
で
あ
る
。
彼
等
が
ど
れ
程
の
土
地
を
有
し
て
い
た
か
は
皮
料

が
な
く
不
明
で
あ
る
。
家
内
奴
隷
的
下
人
、
井
に
名
子
的
下
人
を
駆

使
し
て
の
直
接
経
営
、
名
子
的
下
人
、
百
姓
等
へ
の
小
作
地
等
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
す
る
の
み
で
あ
る
。
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叉
永
原
氏
の
あ
げ
て
お
ら
れ
る
中
小
規
模
名
主
職
所
有
農
民
の
家

内
労
働
力
の
み
に
よ
っ
て
蝋
部
の
土
地
に
は
小
規
槙
の
名
主
職
を
有

し
、
別
に
他
の
有
力
名
主
等
の
土
地
の
一
部
を
小
作
し
て
い
た
百
姓

層
の
存
在
も
一
応
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
亦
史
料
が
一
，

胡
存
在
せ
ず
、
想
像
の
域
を
脱
す
る
こ
と
は
猷
来
な
い
。

五
、
悪
　
　
党

　
鎌
倉
時
代
後
半
期
に
な
る
と
各
地
に
悪
党
と
呼
ば
れ
る
者
の
活
動

が
頻
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
悪
党
と
呼
ば
れ
る
者
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
鎌
倉
時
代
末
期
に
の
み
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で

い
う
悪
党
は
超
時
代
的
な
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
特
に

各
地
に
頻
発
し
た
「
悪
党
」
と
呼
ば
れ
る
者
に
つ
い
て
間
題
に
し
た

い
。
庄
国
領
主
等
支
配
者
層
の
支
配
を
脅
す
よ
う
な
「
非
法
」
を
行

う
も
の
が
す
べ
て
悪
党
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
語
の
申
に
は

厳
麿
な
定
義
は
存
在
し
な
い
。
畿
内
近
国
を
中
心
に
起
つ
た
悪
党

が
、
如
何
な
る
…
階
層
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
か
、
又
如
何

な
る
事
情
に
よ
っ
て
悪
党
化
し
た
か
、
叉
そ
の
行
動
が
そ
の
当
騰
．
に

於
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
中
心
を
置

い
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
学
の
業
績
も

種
々
あ
る
が
、
不
十
分
な
点
も
少
く
な
い
。
し
か
し
当
庄
の
史
料
を

以
て
し
て
は
そ
れ
に
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
殆
ど
な
い
よ
・
つ
で
あ

る
が
、
鴇
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
て
、
一
つ
の
参
考
脇
貴
料
を
提
供

し
た
い
。

　
宮
田
庄
悪
党
は
宮
田
庄
住
人
兵
衛
次
「
陥
入
道
生
西
父
子
一
族
を
始

め
こ
の
附
近
の
住
人
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
悪
党
の

活
動
が
史
料
の
上
に
見
え
る
の
は
正
安
三
年
三
月
以
後
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
悪
党
化
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
先
ず
そ
の
構
成
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
嘉
元
二
年
九
月
の
悪
党
交
名
注
文
を
見
る

と
、　

「
掃
儀
兵
衛
入
道
難
西
　
　
兵
衛
次
郎
入
道
生
煎

　
　
同
子
息
大
夫
房
印
慶
　
孫
太
郎
家
継

　
　
丘
論
齢
二
房
｛
民
印
銚
醤
　
　
　
　
六
郎
信
家

　
　
大
沢
兵
部
房
餅
鋼
　
　
　
掃
部
左
衛
門
入
道
赫
題

　
　
八
郎
蛍
雪

　
　
　
　
白
回
忌
数
量
岨
不
知
山
肥
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
悪
党
張
本
兵
衛
次
郎
入
道
生
西
法
師
の
他
、
そ

の
父
、
子
、
兄
弟
等
生
西
一
族
及
び
水
原
住
人
、
歯
内
住
人
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
水
原
は
丹
波
国
管
井
郡
の
藤
部
、
多
紀
、
“
天
田
両
腰
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と
境
な
接
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
叉
山
内
と
は
宮
田
と
同
様
近
衛
家

領
で
丹
波
国
に
あ
り
、
宮
田
庄
に
比
較
的
近
い
庄
園
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
更
に
そ
の
後
も
度
々
当
庄
に
乱
入
し
た
が
、
翌
年
嘉
元
三
年
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
）

月
三
日
に
「
打
入
庄
口
富
裕
百
婬
種
次
枝
包
等
住
宅
盗
取
銭
貨
小
袖

及
諸
方
質
物
等
逃
散
之
刻
所
召
取
彼
与
党
草
山
藤
二
郎
細
見
守
真
春

謎
部
弥
三
郎
等
」
つ
た
。
こ
の
召
取
ら
れ
た
与
党
三
人
の
姓
草
山
、

細
見
、
心
置
部
は
何
れ
も
宮
田
庄
の
北
に
当
る
所
の
地
名
で
、
草
山

は
多
紀
郡
内
で
宮
矯
庄
の
北
に
当
る
所
の
地
名
で
、
箪
山
は
多
紀
郡

内
で
宮
田
庄
の
北
東
、
春
日
部
ぱ
氷
上
郡
で
北
方
、
綱
見
は
天
田
郡

ぞ
草
露
の
北
、
春
霞
部
の
東
に
当
る
土
地
ぞ
あ
る
。
叉
前
述
の
水
原

は
船
井
郡
で
草
山
の
北
東
に
当
る
土
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の

悪
党
は
多
紀
、
氷
上
、
天
田
、
船
井
四
郡
に
亘
っ
て
五
に
相
接
近
し

た
地
帯
の
住
人
が
連
合
し
て
構
成
し
て
お
り
、
春
日
部
、
水
原
の
開

は
略
五
里
程
距
っ
て
い
て
、
そ
の
結
合
は
非
常
に
広
い
地
域
に
及
ん

で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
頃
の
彼
等
の
兵
力
は
三

　
　
　
　
　
　
◎

百
余
人
と
い
わ
れ
、
非
常
に
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で

当
庄
雑
誌
の
訴
に
よ
り
六
波
羅
は
当
国
主
殿
保
井
犬
鷲
保
地
頭
酒
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

考
信
及
び
鵜
沼
左
衛
門
尉
等
に
命
じ
て
こ
れ
を
討
た
し
め
た
。
そ
こ

で
彼
等
二
人
は
悪
党
が
宮
田
庄
に
乱
入
す
る
や
追
討
に
町
つ
た
が
、

悪
党
の
力
は
強
大
で
あ
り
「
悪
党
等
多
勢
肺
依
絵
干
手
峰
不
及
召
取

自
宏
昔
目
B
迄
今
月
三
日
四
ケ
日
致
合
戦
向
御
使
放
箭
燈
払
四
十
四

宇
在
家
同
三
巳
夜
中
追
散
財
畢
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
悪
党
に
対

し
て
は
彼
等
地
頭
の
力
で
も
ど
う
に
も
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
僅
に

そ
の
与
党
の
一
人
弥
太
郎
景
永
を
捕
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
み
で
あ

　
◎

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
等
は
六
波
羅
か
ら
丹
波
国
地
頭
御
家
人
を
動

員
し
て
の
追
討
を
度
友
受
け
た
に
も
拘
ら
ず
、
長
期
間
に
亘
っ
て
そ

の
活
動
を
続
け
て
、
嘉
元
年
申
よ
り
二
十
年
前
経
つ
た
元
亭
三
年
に

な
っ
て
も
生
汝
等
の
悪
党
は
、
宮
田
庄
に
乱
入
し
て
庄
囲
領
主
を
悩

ま
し
続
け
て
い
た
。
し
か
竜
こ
の
頃
に
な
る
と
「
生
西
以
下
輩
率
自

国
他
国
名
誉
悪
党
人
工
事
入
上
庄
日
々
夜
々
致
夜
討
殺
害
強
盗
放
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

種
々
悪
行
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
構
成
分
子
は
丹
波
国
以
外

に
ま
で
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
程
大
規
模
な
結
合
を
示
し
て
来
て
い
る
。

貞
和
四
年
頃
の
作
と
推
矩
さ
れ
て
い
る
「
峯
・
相
記
」
を
見
る
と
丹

波
、
但
馬
、
因
幡
等
の
国
々
の
悪
党
の
申
・
に
は
播
暦
国
に
ま
で
乱
入

狼
籍
を
行
う
も
の
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
悪
党
の
行

動
範
囲
、
結
合
範
囲
は
鎌
倉
時
代
の
末
に
な
る
程
、
益
女
一
国
の
範

囲
を
越
え
て
広
範
囲
に
亘
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ
と
が
知
ら
れ
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T〈国営磯猛の研・究（陣i．り

る
。

　
次
に
彼
等
が
宮
田
庄
に
於
て
と
っ
た
行
動
を
見
て
み
よ
う
。
正
安

三
年
一
二
月
に
は
、
栗
柄
村
奥
大
夫
男
の
住
宅
に
打
入
り
夜
討
強
盗
を

し
資
財
物
を
奪
取
つ
た
。
嘉
元
二
年
八
月
に
は
城
郭
を
構
え
て
所
々

の
悪
党
を
籠
置
き
、
年
貢
物
を
奪
取
り
民
屋
を
追
捕
し
、
同
三
年
十

一
月
庄
内
富
裕
百
姓
種
次
枝
包
等
の
住
宅
に
打
入
り
銭
貨
諸
方
の
質

　
　
　
　
㊥

物
を
奪
っ
た
。
間
四
年
五
月
に
は
四
人
を
殺
害
し
、
資
財
を
奪
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
、
政
所
以
下
数
多
の
住
宅
を
焼
払
っ
た
。
同
年
九
月
に
は
四
日
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

に
亘
っ
て
追
討
使
と
合
戦
し
在
家
四
十
四
宇
を
焼
払
っ
た
。
更
に
元

享
三
年
・
八
月
に
も
百
姓
等
の
住
屋
に
打
入
り
数
宇
の
家
内
を
追
捕
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
米
銭
そ
の
他
を
盗
取
っ
た
。
ζ
の
よ
う
に
生
盤
景
は
一
方
ぞ
は
庄

園
の
政
所
を
焼
き
、
年
貢
を
奪
う
等
庄
園
領
主
に
対
し
て
非
法
を
行

い
、
こ
れ
に
打
撃
を
与
え
た
。
叉
下
司
等
在
地
の
有
力
土
豪
層
の
住

宅
に
打
入
り
資
財
物
等
を
奪
取
り
焼
払
っ
て
い
る
が
如
き
、
在
地
土

豪
と
の
勢
力
争
い
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
又
一
方
で
は
百
姓
等
の
住

屋
を
追
捕
し
て
資
財
を
奪
い
、
家
を
焼
く
と
い
う
非
法
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
．
て
は
彼
等
亜
贈
寛
は
百
姓
（
農
民
）
層
ら
の
支

持
を
受
け
る
こ
と
は
椙
来
ず
、
従
っ
て
農
民
層
に
対
す
る
樹
建
的
支

配
を
樹
立
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
大
由
庄
地
頭
中
沢
直
［
基
は
正
和
四
年
十
一
月
宮
田
庄
民
を
召
籠
め

て
身
代
を
責
め
取
る
と
い
う
大
袋
の
大
犯
を
行
っ
た
と
訴
え
ら
れ
た

こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
述
の
悪
党
の
行
動
と
類
似

し
て
非
常
に
暴
力
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
暴
力
的
な
一
面
が
当
時

の
地
頭
、
土
豪
等
の
聞
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
個
々
の
名
主

百
姓
に
対
し
て
の
み
で
な
く
、
庄
園
体
制
を
特
に
強
く
お
び
や
か
す

に
至
っ
た
場
合
に
悪
党
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

在
地
領
主
層
が
暴
力
的
手
段
の
み
で
農
民
支
配
を
行
わ
う
と
す
る

時
、
彼
等
は
農
民
層
の
反
撃
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
南
北
朝

鮒
頃
か
ら
、
特
に
顕
著
と
な
る
「
惣
」
で
あ
ろ
う
。
当
庄
の
場
合
に

も
見
ら
れ
る
如
く
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
下
人
と
呼
ば
れ
る
者
が
広
く

自
立
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
趨
勢
に
対
し
て
う
ま
く
応

じ
得
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
、
土
豪
層
に
と
っ
て
、
封
建
領
主
と

し
て
の
成
長
の
可
否
を
決
定
す
る
鍵
で
あ
っ
た
。
し
か
し
生
西
等
の

宮
田
庄
悪
党
は
南
北
朝
に
入
る
頃
か
ら
、
炭
料
の
乏
少
化
と
共
に
姿

を
消
し
て
、
南
北
朝
以
後
に
つ
い
て
は
何
も
物
語
っ
て
は
く
れ
な

い
。
又
当
陣
の
下
人
等
直
接
坐
産
者
の
自
立
化
の
趨
勢
が
生
半
等
の

悪
党
化
に
対
し
て
ど
れ
程
の
意
義
が
あ
っ
た
の
が
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
も
史
料
が
乏
し
く
結
諭
を
得
る
こ
と
は
鵬
来
な
か
っ
た
。
た
だ
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全
く
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
想
像
す
る
の
み
で
あ
る
。

六
、
結

び

　
以
上
南
北
朝
内
乱
の
前
夜
た
る
鎌
倉
時
代
末
期
に
於
け
る
丹
波
国

官
口
田
庄
の
楠
情
勢
に
つ
い
て
嚇
石
干
気
附
い
’
に
こ
と
を
述
べ
軋
に
の
ノ
」
ψ
め
サ
つ

ボ
、
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は

猷
立
少
な
い
Q
　
り
く
こ
ノ
」
粛
…
北
’
闘
…
以
ゴ
絡
路
に
つ
い
て
簡
W
早
に
述
べ
て
結
州
¢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

代
え
た
い
。
南
北
朝
時
代
以
後
、
或
は
所
務
預
人
の
非
法
、
或
は
公
文

の
年
貢
抑
留
等
の
非
法
も
起
る
等
、
当
庄
に
も
武
家
勢
力
は
強
く
侵

入
し
て
来
た
。
こ
の
頃
当
庄
内
に
勢
力
を
伸
し
て
来
た
武
士
等
は
或

は
久
下
氏
で
あ
り
、
或
は
叉
波
た
伯
二
二
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後

応
永
年
、
闇
に
は
｛
至
町
幕
府
の
転
職
の
一
つ
山
名
氏
が
当
庄
内
に
入
部

す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
為
何
時
か
有
名
無
実
に
近
く
な
り
、
そ
の
回

復
を
歓
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
応
仁
二
年
四
月
に
至

り
、
　
「
由
名
宮
田
去
年
六
月
被
訣
に
れ
た
為
宮
田
庄
半
分
は
元
の
如

く
知
行
あ
る
べ
き
・
田
の
武
家
内
書
が
出
さ
れ
た
。
半
分
し
か
返
鋪
．
さ

れ
な
い
の
を
不
満
と
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
に
近
衛
家
は
一
応
そ
の
目

的
を
達
し
た
。
し
か
し
愈
々
戦
国
縛
代
へ
と
返
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
頃

の
こ
の
事
件
を
最
後
に
史
料
上
に
は
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
、

以
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
史
料
は
何
も
物
語
っ
て
は
く
れ
な
い
。

①
　
後
法
興
院
記
、
応
仁
二
、
四
、
十
条

②
　
東
寺
百
合
丈
轡
こ
、
1
－
3
8

③
近
衛
三
文
癖
七
、
元
二
四
、
四
、
一
、
造
大
神
宮
料
丹
波
国
二
神
二
成

　
重
重
申
状
（
以
下
近
衛
家
文
二
七
の
場
合
は
紛
わ
し
き
時
を
除
き
こ
れ
を

　
省
略
す
る
）

④
　
永
徳
二
、
十
、
一
、
丹
波
国
宮
照
射
雑
掌
長
俊
申
状

⑤
　
正
和
騰
、
十
一
、
一
、
中
沢
痘
基
陳
状
案

⑥
若
王
子
神
樵
文
書
一
、
元
応
元
、
＋
二
、
廿
六
、
淡
路
国
画
良
庄
雑
掌

　
地
頭
和
与
状

⑦
　
赤
い
松
俊
’
秀
氏
の
御
教
示
に
よ
る

③
近
衛
家
領
丹
波
園
宮
田
庄
訴
訟
口
書
、
正
安
二
、
四
、
一
、
宮
田
庄
雑

　
掌
円
詮
癒
中
嘗
上
状
（
以
下
宮
田
庄
訴
訟
交
誹
と
略
す
）

⑨
宮
瞬
庄
訴
訟
丈
書
、
永
仁
陽
、
十
一
、
1
、
二
二
庄
雑
掌
絹
遥
重
訴
状
、

　
嗣
交
書
、
永
仁
六
、
六
、
i
、
宮
田
庄
雑
時
相
誕
重
訴
状
、
同
文
謬
永

　
仁
山
ハ
、
　
七
、
　
…
、
　
由
丁
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岡
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⑫
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⑱
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披圏宮田縫三の研究（田中）
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⑳
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⑳
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⑳
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⑳
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照

⑳
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⑳
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照

⑳
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、
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、
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良
厳
起
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文
案

⑫
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書
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、
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、
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状

⑳
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、
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、
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、
＋
四
、
関
東
御
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書

⑳
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木
丈
書
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、
建
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四
、
七
、
三
、
足
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直
義
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文

⑳
賀
茂
避
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神
社
文
帯
璽
、
寛
喜
四
、
四
、
十
九
、
関
東
下
知
状
「
公
交

　
胤
行
如
地
頭
令
張
行
之
間
」
及
び
註
⑳
参
照

⑳
　
安
田
元
久
氏
「
初
期
封
建
制
の
構
成
扁
三
四
頁
以
下

⑳
　
小
早
川
家
文
書
之
一
、
小
皐
漢
家
証
丈
二
号
（
貞
応
二
年
）
安
芸
都
字

　
竹
原
井
生
口
島
荘
官
難
科
注
進
状
写
、
同
五
号
仁
治
元
・
閏
十
、
十
一
、

　
関
東
下
知
状
写

⑩
吾
妻
鏡
安
貞
元
、
五
、
廿
三
条

⑪
近
衛
家
文
書
七
、
宮
田
庄
雑
掌
訴
状
（
後
欠
）
、
宮
田
庄
訴
訟
懇
書
、
弘

　
安
元
、
十
、
i
、
宮
霞
庄
雑
掌
訴
状
（
上
童
）
こ
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は
一
通
の
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の

　
が
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つ
に
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れ
た
も
の
で
互
に
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の
で
あ
る
。

＠
　
弘
安
元
、
十
一
、
一
、
中
沢
日
露
陳
状
案

⑬
　
宮
田
庄
訴
訟
　
文
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R
弘
安
二
、
四
、
一
、
附
の
一
糠
一
の
和
与
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文
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駄
四
［

　
通
丼
に
永
仁
元
、
十
一
、
i
、
雑
虚
円
金
訴
状
、
永
仁
一
一
、
十
一
、
i
、

　
中
沢
墓
員
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状

⑭
註
＠
参
照

⑮
近
衛
家
丈
書
七
、
及
び
宮
国
庄
訴
訟
密
書
に
数
多
く
の
関
係
丈
書
が
あ
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。

⑯
　
正
和
四
、
十
一
、
一
、
中
沢
直
墓
陳
状
案
、
　
（
正
和
五
年
）
宮
田
庄
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掌
重
訴
状
案

⑰
正
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四
、
三
、
廿
閥
、
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宣
案

tw　＠＠
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田
庄
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書
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仁
元
、
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、
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、
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庄
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糠
星
訴
状
案

同
文
二
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安
二
、
四
、
1
、
翠
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円
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案

東
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書
兀
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兀
、
　
八
、
　
一
鳳
、
　
朋
凶
斎
ハ
御
　
勤
駄
漁
職
案
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＠
　
佐
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一
氏
「
鎌
倉
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訴
訟
制
度
の
研
究
」
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下
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案
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＋
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＋
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＋
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＋
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仁
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／
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収
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四
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本
稿
一
は
咋
年
十
月
、
烹
大
庄
園
皮
研
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会
で
発
蝋
砥
し
た
も
の
に
繍
一
環
r
訂

正
を
鋤
え
た
。
そ
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諏
松
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々
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謝
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息
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－
述
べ
た
い
と
恩
う
。
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Conflicts　on　the　Markets　for　Huai－nan（潅南）Salt

　　　　　by

Tomi　Saeki

　　At　the　Ch‘ing　Dy］iktsty　the　governinent　had　primarily　set　marl〈ets　for

each　sむも1t　mine．　Both　districts（省）of　Hu．pei（湖北）and　H：u－nall（湖

南）were　the　most　importa凱　markets　for　the　H：uai一おan　G佳南）　sとし1t．

But　as　the　rebels　controlled　the　transporttLtion　on　the　Yangtse　river　at

the　Tとしiping　Rebellion（太平天国の乱），　the　govermnent　could　not　send

the　Hutti－iitLn　salt　to　these　marl〈ets，　xvhich　caine　to　be　open　to　the　Sze－

chxvan9（四川）sttlt．　Thus　the　Huai－l12ul　sとtlt！ost　its　major　markets，　a

considertLble　uneinployment　occurred　at　the　’IIIutti－iran　stLk－iinine，　tmd　so

both　Huai　（；tEk．）　merchants　and　the　government　sufifered　froin　tt　great

de：・tl　of　loss．　Even　after　the　Rebellion　littd　been　oppressed，　the　go，　veyn－

inent　could　not　re－organise　those　inarkets　of　stLlt．　Since　t・Llready　the

Szechwang　mine　had　been　en！arged　ai］d　a　lar．cre　number　of　displaced

people　li2td　deen　employed　to　increase　the　production，　the　reduction　of

the　’?ｎｔｅｒｐｒｉｚｅ　ineant　ttn　unei］Lployinent，　even　a　rioting．　Another　thing

wtts　tlitLt　the　ariny　of　Hu－pei　and　Hu－iittn　wt・ts　supported　by　the　profit

from　the　trttde　of　the　Szecl｝wang　salt　and　therefore　Governor　of　ltlu－

kwang（湖広）strongly　objected　to　the　reduction　of　nユarkets　for　thc　Szech－

wang　salt．　Anyhow，　arotmd　tlie　end　of　the　Ch‘ing　DyiMLsty，　the　inercliants

of　Htttti　and　those　of　Szechwang　bitterly　competed　for　the　inarl〈ets　of

Hu－pei　and　Hu－ntLn．　Producers，　laborers　and　poli“clans　joined　tliis

coiiitpetitioi　L　or　confiict，　wliich　grew　up　to　a　serious　political　probl　ein．

　　ri“he　conflict　lasted　for　more　tliEzn　twenty　years　until　the　Ch‘ing　Dy－

iNLsty　lns　en．ded．

　　　　　　　　　　　　AStudy　of　Miyata－no－sho（宮田庄），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tanba－no－kuni（丹波國）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mimoru　Tanaka

　　真（uch　of　the　study　so　far　done　on　Shoen　（manor　or　manors，　庄園）

is　in　regard　to　those　of　lとしrge　templ．es　or　shriエ｝es　such　as　Toji（東寺）
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and「Vodaiji（東大寺），　and　little　of　the1n　in　regard　to　those　of　couxtiers．

This　means　t王蝋　histQrical　sources　so　far　found　were　in　ftxvor　of　the

study　for　the　manors　of　temples　or　shrines，　but　not　tlutt　the　study　of

courtiers’　manors　was　thought　to　be　less　important．　Ainong　courtiers’

11101ユoys，　Miyata－no－sho（宮．田庄），　Tanba－no－kuni（丹波国）o職ed　bア

the　Konoe（近衛）family　seems　to誼Qrd　rather　co凱prehe賊ve　sources．

　　rl’hus　the　author　intends　to　describe　the　sjtuation　of　courtiers’　manor．s，

esl］，ecially　thttt　of　M．iyattt－no－sho　during　the　latter　part　of　1〈Lamal〈ura

　（鎌倉）　P）eriod．
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